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木は光を浴びて育つ、人は言葉を浴びて育つ

ＰＴＡ広報誌「こあか」№１７０ に載せた言葉で
す。「こあか」を読んでくださった学区の方から右の
ような色紙を頂戴しました。その方は、習字の先生を
していらして、本校の児童も何人かお世話になってい
るそうです。
さっそく、１０月２日の全校朝礼でこの色紙を実物

投影機で映し出し、全校児童に紹介しました。
「『人は言葉を浴びて育つ』の言葉は、どんな言葉

ですか？」という問いかけに対して、１年生のＭ子さ
んが、「優しい言葉です」と、答えてくれました。
この答えの通り、私たちは（植物も動物も含め）、

冷たく、乱暴な言葉ではなく、温かく、優しい言葉を
浴びて育ちます。
ですから、お友達や周りの人に対して、常に温かみ

のある、優しい言葉をかけることにより、共に成長し
ていきたいと願います。

全校朝礼の話より

人間の心を動かす言葉の力

さて、今日は「言葉の力」というお話をします。人間が話す言葉は、使い方によって聴く人を幸

せな気持ちにしたり、悲しませたりします。ほめられる言葉をかけられると嬉しい気持ちになるし、

悪口を言われると悲しい気持ちになりますね。言葉は、人間の心を動かすすごい「力」を持ってい

るのです。

そして、人間の言葉は、草花にも分かるのです。今日はそのお話をします。

今から２０年以上前、大阪のある小学校で行った実験です。教室で２つの鉢を使ってアサガオを

育てることにしました。そして、毎日一つの鉢のアサガオにはほめ言葉や励ましの言葉をかけ、も

う一つの鉢のアサガオにはかわいそうですが悪口や傷つける言葉をかけたのです。１か月後、ほめ

られ続けた鉢のアサガオはすくすくと伸び、葉も青々としてきました。一方悪口を言われ続けた鉢

のアサガオは元気がなく、双葉からなかなか本葉が出てきません。そして、２か月後二つのアサガ

オはどうなったでしょう。ほめられ続けたアサガオは毎日たくさんの花を咲かせ続けました。そし

て、悪口を言われ続けたアサガオは何と枯れてしまいました。つまり、言葉の力によってアサガオ

は枯れてしまったのです。これは本当の話です。

さて、みなさん。このことから、言葉がどれだけすごい力を持っているか分かりますね。みなさ

ん、友達やおうちの人に「傷つけるような言葉」を使っていませんか？

友達を「励ます温かい言葉」を使っていますか？ 振り返ってみて下さい。

もう一つ、校庭にある花壇の草花たちにもやさしい言葉をかけてみてください。きっと美しく咲き

続けます。そして、おうちにもお花などがありますか？ あったら優しい言葉をかけてあげて下さい。


